
○令和3年7月6日21時から梅雨前線による大雨によって、袋川で

洪水が発生しました。

○殿ダム流域では、7月6日21時から7月9日13時にかけて累計で

267.3mmの降雨量となった。

○殿ダムへの最大流入量は7月7日17時20分、毎秒 89.15m3そのうち

毎秒 43.70m3をダムに貯留。

○殿ダムによる防災操作で、袋川中郷橋付近（ダム下流約10km、

鳥取市国府町宮ノ下小学校付近）において約0.17mの水位低下

が出来たものと推定される。

ダム整備が効果を発揮（鳥取県 殿ダム）

普段の宮ノ下水位観測所の状況 今回の宮ノ下水位観測所の状況

殿ダムが無ければこの水位がさ

らに17cm程度上昇していた。
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最大流入量89.15m3/s
放流量45.45m3/s
（7日17時20分）

洪水量30m3/s

7月7日～8日に2山出水により急激な流入量の増加があったが、ダムに流入する水を貯め込み、下流に流下する水量を軽減した。

最大流入量77.84m3/s
放流量37.94m3/s
（8日17時30分）

※数値は速報値であり、今後変わることがあります。


